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研究成果の概要 

2023年度は，信頼較正 AI実装のための要素技術の確立を研究目的として，認知・AI性能モ

デルの開発，過不信の予測モデル構築を中心とした，下記の研究を遂行した．  

1. 信頼・過不信の予測モデル構築と認知的 XAIデザイン：信頼に影響する要因を実験的に解

明する研究に加え，Dynamic SEMをベースに過不信を直接予測する方法論および SEMや

Transformerベースのリライアンスモデルを使って選択的に説明提示できる認知的 XAIデザ

インの枠組みを開発した．  

2. 認知・AI性能モデルの開発：AIに対する信頼に影響を与えるアルゴリズム嫌悪と裏切り嫌悪

を定量化定量化し，過信バイアスを発見した．また，深層画像生成神経回路内の特徴空間上

に個人の認知性能モデルを構築可能であることを示した． 

3. 較正キューの機構の解明と実装：信頼較正を促すナッジ＆ブーストエージェントの実装に加

え，将来的な拡張現実技術の利用を考慮し，MRナッジによる較正キューを実現した．さらに

AIに対するアルゴリズム嫌悪の原因を実験により明らかにした． 

4. 人間-AI協調読影における信頼較正の有効性の実験的検証：セマンティックセグメンテーショ

ンと画像分類を技術とするタスク AIの実装の結果，190症例中 79例に信頼較正の効果が

期待できることを実験的に検証した．この実証のために，医療用モニターを利用した専用シス

テムを構築し，実証実験を開始した．  

5. 人間-AI協調スクリーニングのためのタスク AIの開発：北水会記念病院，佐々町健康相談セ

ンターでタスク AIの訓練データ収集を終了した．Prosodyベースの医療タスク AI，三角描画

タスク AIを開発し，論文投稿した．また，片足立ちでスクリーニングを行う医療タスク AI も開

発中である．なお，これらの研究はタウンミーティングにより，実験倫理的に問題なく実施され

た． 

追加予算を用いて読影者の謝金支払いが可能となり，国内の４つの医療施設で経験ある医師

の観察者実験を企画・実施した（現在 13名を実施済み，最終的には 30名の実施予定）．なお，こ

の実験は 2024年度にも継続して実施する． 
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